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１ 単元名   

健康な生活と疾病の予防 「感染症とその予防」 

２ 単元について 

 (１) 教材観 

かつては死亡原因の上位を占めていた感染症も,現在では医学の進歩や環境衛生の改善によ

り減少してきた。しかし,近年になり,新興感染症(エボラ出血熱,エイズ,新型インフルエンザな

ど)や,再興感染症(結核やマラリアなど)と呼ばれる感染症,最近では,新型コロナウイルス感染

症が流行し,新たな課題となっている。性感染症では,気づかないうちに感染したりさせたりす

る恐れがあることから,感染者の増加傾向とその低年齢化が社会問題となっている。 

本単元では,感染症は病原体が主な要因となって発生すること,また感染症の多くは,発生源

をなくすこと,感染経路を遮断すること,主体の抵抗力を高めることによって予防できることを

理解できるようにする。また,感染症の予防は,生徒自身の健康や生命を守ることにつながるこ

とから,感染症に対する正しい理解と判断力を身につけさせ,日常的に健康的な生活を心掛ける

ことが大切であることを理解させたい。 

 (２) 生徒観  

本学級の生徒はとても活発で,何事にも積極的に取り組むことができる。また,男女間の仲も

良く,班での話し合い活動においても積極的に意見を述べたり,友達の意見を聞き入れたりする

ことができる。体育分野の学習においても仲間とともに積極的に取り組むことができる。一方,

保健分野においては,授業に対する姿勢はとても前向きで活発に意見交換もできるが,自分の生

活に当てはめて考えられている生徒は少ない。とりわけ,「健康な生活と疾病の予防」の学習に

ついては,将来の自分を想像することが難しく,実生活に置き換えられない課題があるといえ

る。 

 (３) 指導観  

 これまでの学習や情報からの予想,生活経験から,お互いの考えを出し合うことで,感染症の

予防について理解を深め,学習したことを生活の中で生かしていける力を育てたい。感染症は,

医学の進歩や環境衛生の改善により減少してきたものもあるが,未だなお,私たちの健康を脅か

すものであることに変わりはない。正しい知識を身につけ,その情報を自身の実生活に結びつけ

ることで適切に対処できる力を身につけさせたい。 

 本時の授業では，目標を達成するための手段として，ICT を積極的に活用したり，自己や他

者の考えをすりあわせる場面において思考ツールを活用したりすることが新たな授業の創造に

つながり，生徒主体の学びになると考える。 

３ 単元の目標 

（１）感染症は，病原体が主な要因となって発生すること，感染症の多くは，発生源をなくす，

感染経路の遮断する，主体の抵抗力を高めることによって予防できることや，エイズ及び

性感染症の疾病概念や感染経路，感染のリスクを軽減する効果的な予防方法を身に付ける

必要があることについて理解できるようにする。  

（２）感染症の予防について課題を発見し，疾病等にかかるリスクを軽減し健康を保持増進す

る方法を考え，それらを伝え合うことができるようにする。 

 



（３）感染症の予防について，自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組

もうとすることができるようにする。 

４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①感染症は，病原体が環境を通じ

て主体へ感染することで起こ

る疾病であり，適切な対策を講

ずることにより感染のリスク

を軽減すること，自然環境，社

会環境，主体の抵抗力や栄養状

態などの条件が相互に複雑に

関係する中で，病原体が身体に

侵入し発症することについて

理解したことを言ったり書い

たりしている。 

②感染症を予防するには，発生源 

をなくすこと，感染経路を遮断

すること，主体の抵抗力を高め

ることが有効であること，感染

症にかかった場合は，疾病から

回復すること，周囲に感染を広

げないために，できるだけ早く

適切な治療を受けることが重

要であることに ついて，理解

したことを言ったり書いたり

している。 

③エイズ及び性感染症の疾病概

念や感染経路，感染のリスクを

軽減する効果的な予防方法を

身に付ける必要があることに

ついて，理解したことを言った

り書いたりしている。 

①感染症の予防について，課題

を発見し，課題解決のため

に，自他の生活と比較したり

関連付けたりするなどして，

疾病等にかかるリスクを軽

減し，健康の保持増進をする

方法を選択している。 

②性感染症の予防について，習

得した知識を関連付け，疾病

等にかかるリスクを軽減す

る方法を考えているととも

にそれらを他者に伝えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

①感染症の原因や予防・対策

について，課題の解決に向

けた学習活動に自主的に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導と評価の計画（全４時間） 

時間 ねらい・学習活動 評価規準 評価方法 

 

１ 

 

○感染症は，病原体が主な要因となって発生すること

について理解する。 

〇感染症にかかった場合は，できるだけ早く適切な治

療を受けることが重要であることについて理解す

る。 

○感染症の多くは，発生源をなくす，感染経路の遮断，

主体の抵抗力を高めることによって予防できること

を理解する。 

○性感染症の疾病概念や感染経路について理解する。 

 

知①②③ 

 

観察  

タブレット 

・MetaMoj ClassRoom 

・Google ClassRoom 

・Google  

スプレットシート 

 



○性感染症に感染するリスクを軽減するためにはどう

すればいいのかを考える。 

 

２ 

 

○学習した内容を踏まえた上で,感染症を選び,特性や

予防対策を調べ,考えを個人でまとめる。 

○個人で収集した情報を同じ感染症を選んだ人同士で

共有し，個人またはグループで適切な思考ツールを

用いて予防対策に必要な情報を整理する。 

 

思①② 

主① 

 

観察  

タブレット 

・MetaMoj ClassRoom 

・Google ClassRoom 

・Google  

スプレットシート 

 

 

３ 

 

○感染予防対策について,自己の経験や生活の振り返

りをもとに考え,他者の意見と比較したり，関連付け

たりするなどの思考ツールを利用しながら考えを深

め,科学的根拠に基づき,具体的にまとめ説明できる

ようにする。 

 

思①② 

主① 

 

観察  

タブレット 

・MetaMoj ClassRoom 

・Google ClassRoom 

・Google  

スプレットシート 

 

 

４ 

 

本 

時 

○個人でまとめた感染症の特性や予防対策の方法につ

いて，自他の生活と比較したり関連付けたり,疑問を

もったりするなどして考えを深め,考察し,表現す

る。 

 

 

主① 

 

観察  

タブレット 

・MetaMoj ClassRoom 

・Google ClassRoom 

・Google  

スプレットシート 

 

 

６ 本 時 

 (１) 目 標 

 ○感染症の特性を踏まえて,感染するリスクを軽減するために,習得した知識を関連付けて予

防対策を考えるとともに,他者に伝えることができる。 

 

 (２) 展 開 

時間
 

学習活動
 

指導上の留意点
 学習活動における 

具体の評価規準 
評価方法

 

導入 

５分 

 

１前時までの流れを

確認し，本時の課

題をつかむ。 

 

 

 

○前時までに用いた思考ツ

ールを確認させることで，

本時の活動の見通しがも

てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

感染症の特性を踏まえた感染予防対策ついて考えよう。 



展開 

３５分 

 

 

 

 

 

 

 

２個人で感染予防対

策についてまとめ

る。（メタモジ） 

 

３他者のまとめを観

察し，疑問点や感

じたことを伝え合

う。 

 

４他者からの疑問や

考えをもとに要点

を整理し,考察す

る。 

 

○科学的根拠や客観的デー

タを用いてまとめるよう

助言する。 

 

○周りの考えを理解すると

ともに,疑問点をもち,考

えを伝え,助言する。 

 

 

○他者からの疑問点や考え

を踏まえて,考察を促す。 

 

・思①② 

感染リスクを軽減

す具体的で現実的

な方法を自分と他

者の意見を合わせ

て考える。 

観察 

タブレット 

 

 

 

 

観察 

タブレット 

まとめ 

１０分 

 

５他者のまとめをメ

タモジで共有し，

コメントする。 

○自分が選んでいない感染

症の予防対策から目を通

すよう促す。 

 観察 

タブレット 

 

 (３) 評価及び指導の例 

「十分満足できる」と判断され

る状況 

 

個人でまとめた感染症の感染予防対策について,自己の経

験や生活の振り返りをもとに考え,他者の意見と比較した

り，関連付けたりするなどの思考ツールを利用しながら考

えを深め,科学的根拠に基づき,具体的に意見をまとめ説明

することができる。 

「おおむね満足できる」状況を

実現するための具体的な指導 

自己の経験や生活の振り返りを促し,自分の健康課題に気

付くよう個別に指導を行い,まわりの生徒の意見を尊重し

ながら，自分の考えを深められるように助言する。また，

ICT を活用した共有の仕方や，思考ツールの具体的な活用方

法について例示する。 

 


